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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
一
月
一
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発

生
、
二
日
に
は
羽
田
空
港
に
て
航
空
機
事
故

発
生
と
年
初
め
に
大
き
な
災
害
が
起
こ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
地
元
大
湫
で
は
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
に
よ

る
影
響
で
町
内
の
共
同
水
源
・
た
め

池
・
個
人
の
井
戸
に
て
水
の
枯
渇
が
二

月
に
発
生
し
八
月
に
は
地
盤
沈
下
が
発

生
し
ま
し
た
。 

今
現
在
そ
の
状
況
は
全
く
変
わ
ら

ず
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
な
生
活
は

続
く
ば
か
り
で
す
。
今
年
は
一
刻
も
早

く
ト
ン
ネ
ル
の
湧
水
が
止
ま
り
今
ま
で

と
変
わ
り
な
い
生
活
が
戻
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。 

大
湫
町
ミ
ラ
イ
総
合
振
興
計
画
で
は

三
十
年
後
も
「
大
湫
町
が
大
湫
町
と
し

て
存
続
し
て
い
る
こ
と
」
を
目
指
し
て

十
年
毎
に
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
て
、

そ
の
取
り
組
み
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

計
画
時
の
想
定
よ
り
も
人
口
減
少
・
高
齢
化

の
ス
ピ
ー
ド
が
早
ま
っ
て
い
ま
す
、
そ
の
対

策
と
し
て
「
子
育
て
支
援
」・
移
住
定
住
者

の
受
け
入
れ
」・
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
」

が
最
優
先
課
題
と
考
え
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

積
極
的
な
参
画
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

  

今
年
も
、
地
球
温
暖
化
、
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
、
経
済
不
安
等
、
世
界

規
模
レ
ベ
ル
で
の
不
安
定
は
継
続
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
負
け
な
い

様
に
頑
張
り
、
良
い
年
に
な
る
こ
と
を

願
い
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

大
湫
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

会
長 

 

加
藤 

 

博
一 

 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

昨
年
は
公
民
館
大
規
模
改
修
に
よ
り
、
約

５
ヶ
月
に
わ
た
り
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
お
蔭
で
ト
イ
レ
や
照
明
・
空

調
・
調
理
室
の
シ
ン
ク
増
設
等
が
新
し
く
な

り
、
今
ま
で
よ
り
使
い
や
す
く
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
近
年
は
恒
例
行
事
は
も
と
よ
り
、

高
齢
化
に
よ
り
「
ふ
る
さ
と
先
生
」
に
よ
る

講
座
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
来
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
講
座
を
立
案
し
て
も
、

中
々
講
座
生
も
集
ま
ら
な
い
状
況
が
続
き
、

苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。 

以
上
の
事
を
考
え
ま
す
と
今
後
は
、
皆
さ

ん
が
持
っ
て
い
る
知
恵
や
技
を
使
っ
て
気
軽

に
「
お
互
い
に
教
え
合
い
、
学
び
合
う
」
事

の
出
来
る
講
座
を
中
心
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
様
の
お
知
恵
や
、
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

公
民
館
長 

松
浦 

大
哲 

新 年 のご挨 拶 
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還
暦
を
楽
し
く 

笑
っ
て
暮
ら
し
た
い 

青
山 

ま
ゆ
み 

 

「
還
暦
」
私
た
ち
の
子
供
の
頃
だ
と
、
す
ご

く
年
配
の
人
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。 

 

し
か
し
今
、
介
護
士
と
し
て
人
生
の
先

輩
で
あ
る
方
々
と
接
し
て
い
て
も
、
皆
さ

ん
若
々
し
く
お
元
気
で
、「
自
分
達
の
考
え

て
い
た
年
齢
感
覚
よ
り
、
20

才
を
引
い
て

考
え
る
と
合
っ
て
い
る
の
か
な
ぁ
？
」
と
、

い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
私
も
そ
う
で
あ

り
た
い
の
で
す
が…

。 

こ
れ
か
ら
人
生
の
後
半
を
時
代
の
早
い

流
れ
や
身
体
の
老
化
現
象
を
感
じ
な
が
ら
、

家
族
と
共
に
過
ご
し
て
い
く
の
で
す
が
、

よ
く
人
か
ら
言
わ
れ
る
「
青
山
さ
ん
は
、
い

つ
も
元
気
や
ね
。
」
に
対
し
て
「
元
気
は
、

し
ま
っ
て
お
く
と
カ
ビ
が
生
え
て
く
る
か

ら
出
し
て
い
か
ん
と
ね
。
」
と
、
答
え
て
い

る
言
葉
通
り
に
、
私
ら
し
く
、
日
々
楽
し
く

笑
っ
て
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
、「
笑
う
」
事
は
、
免
疫
力
ア

ッ
プ
、
脳
の
活
性
化
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど

の
効
果
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。 

  

あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

桐
井 

啓
子 

 

月
並
み
で
す
が
３
回
目
の
成
人
式
！
！

干
支
が
５
回
目
！
！ 

早
い
も
の
で
す
。 

 

年
齢
ば
か
り
重
ね
は
し
た
も
の
の
、
人

の
為
に
も
な
ら
ず
、
何
の
役
に
も
立
た
ず
、

成
長
の
な
い
ま
ま
過
ご
し
て
し
ま
い
ま
し

た
（
反
省
）
。 

 

健
康
だ
け
が
取
り
柄
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
な
ん
と
昨
年
、
正
月
早
々
に
診
察
券

を
３
枚
も
手
に
入
れ
、
暮
れ
に
も
ま
た
１

枚
と…

…
 

 

ふ
と
、
令
和
６
年
の
高
島
暦
を
見
て
み

る
と
『
●
』
。
納
得
で
す
。 

で
は
、
今
年
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ん
、
黒

が
優
勢↗

↗
↗

。
節
目
の
年
と
い
う
こ
と

で
、
何
事
に
も
慎
重
に
行
動
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

巳
年
生
ま
れ
、
年
男
・年
女
、

新
年
の
抱
負 
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ど
う
か
来
年
は
『
〇
』
か
『
白
』
が
優
勢
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

  

 

私
の
抱
負 

板
橋 

瑠
南  

 

私
の
抱
負
は
、
何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
る
と
い
う
事
で
す
。 

社
会
人
に
な
り
、
働
き
始
め
て
今
年
の

４
月
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。
徐
々
に
仕

事
を
覚
え
、
自
分
の
仕
事
に
は
何
が
必
要

な
の
か
、
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
な

ど
、
考
え
る
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
考
え
た
事
や
思
っ
た
事
は
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
き
た
い
で
す
。 

 

    

 

 

  

市
内
寿
大
学 

 

合
同
研
修
会
に
参
加
し
て 

 

去
る

11

月

29

日
、
市

内
寿
大
学
の

合
同
研
修
会

が
あ
り
、
６

地
区
の
公
民

館
よ
り

41

名
の
内
、
大

湫
か
ら
７
名
の

参
加
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
行
先
は
浜
松

の
航
空
自
衛
隊
浜
松
広
報
館
と
浜
松
城
で

し
た
。
最
初
に
航
空
自
衛
隊
浜
松
広
報
館

（
エ
ア
パ
ー
ク
）
の
見
学
で
し
た
。
広
報
館

に
は
ゼ
ロ
戦
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
・
ヘ

リ
コ
プ
タ

ー
な
ど
が

展
示
さ
れ

圧
巻
で
し

た
。 

 

次
に
浜

松
城
の
見

学
で
し
た
。 

浜
松
城

は
一
昨
年

の
「
大
河
ド
ラ
マ
」
の
舞
台
と
な
っ
た
徳
川

家
康
の
居
城
で
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。 

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
て
、
浜
松
市
内

が
一
望
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
年
度
で
市
内
寿
大
学
の
合
同
研
修
は

終
了
す
る
事
と
な
り
、
最
後
の
当
番
が
釜

戸
公
民
館
担
当
と
い
う
こ
と
で
お
骨
折
り

頂
き
、
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

大
湫
公
民
館
長 

 

浜松城をバックに 

餅花「丸森」作製 

浜松 エアパーク 
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大
杉
「
音
元
」 

 
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
体
験 

 

昨
年

11

月
、
二
日
間
の
日
程
で
「
音
元
」

が
開
催
（
「
大
湫
」
第
４
６
１
号
に
て
既
報
）
。

24

日
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
体
験
が
実
施
さ

れ
た
。 

 

貴
重
な
体
験
で
、

楽
し
か
っ
た 

 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に

触
れ
る
機
会
は
な
か

な
か
な
い
の
で
、
貴
重

な
体
験
で
し
た
。
年
長

の
子
ど
も
で
も
す
ぐ
に
音
が
出
せ
る
の
で
と

て
も
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
「
ち
ょ
っ
と
緊
張

し
た
け
ど
、
先
生
が
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
て

う
れ
し
か
っ
た
」
と
子
ど
も
も
言
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
や
っ
て
み
た
い
で
す
。
貴
重
な
体
験

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
ひ
い
て
ギ
ー
ギ
ー
と
へ

ん
な
音
が
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
け
ど
、
や
さ
し
く
ひ
く

こ
と
で
音
が
き
れ
い
に

な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

し
、
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け

ど
、
楽
し
か
っ
た
の
で
い
い
と
思
い
ま
し
た
。 

  

年
中
行
事
の
大
注
連
縄
づ
く
り 

ガ
イ
ド
の
会 

玉
置
憲
政  

大
湫
宿
で
は
、
年
に
２
回
、
大
注
連
縄
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

１
回
目
は
、
神
明
神
社
の
秋
の
例
大
祭
を
前

に
、
ご
神
木
で
あ
る
大
杉
の
大
注
連
縄
の
掛
け

替
え
で
す
。
昔
か
ら
、
宿
内
を
見
守
り
、
町
民

の
心
の
支
え
と
な
っ
て
き
て
い
る
大
杉
の
た

め
に
毎
年
新
し
く
し
て
い
ま
す
。 

２
０
２
０
年
７
月
、
突
然
の
倒
伏
に
よ
っ
て

２
年
の
中
断
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
杉
再
生
事

業
に
よ
っ
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
大
杉

へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

２
回
目
は
、
町
づ
く
り
の
中
心
で
あ
る
公
民

館
用
と
し
て
、
12
月
中
旬
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
一
年
を
神
聖
な
場
所
で
活
動
で
き
る

よ
う
に
と
玄
関
に
飾
り
ま
す
。 

私
た
ち
が
大
湫
宿
を
訪
れ
る
人
に
こ
の
大

注
連
縄
の
こ
と
を
案
内
す
る
と
、
各
家
々
に
飾

ら
れ
て
い
る
し
め
縄
飾
り
も
話
題
に
な
り
、

「
な
ぜ
、
一
年
中
飾
っ
て
い
る
の
で
す
か
」
と

聞
か
れ
ま
す
。 

こ
の
し
め
縄
飾
り
は
「
伊
勢
型
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
、「
蘇
民
将
来
子
孫
家
門
」
の
木

札
の
あ
る
し
め
縄
飾
り
で
す
。
疫
病
を
除
き
福

を
招
く
よ
う
に
と
願
い
、
大
湫
宿
で
も
一
年
中

飾
る
家
が
多
く

あ
り
ま
す
。 

こ

う

し
た

年

中
行
事
を
大
切

に
し
て
い
き
た

い
と
願
い
な
が

ら
毎
年
参
加
し

て
い
ま
す
。 

ヴァイオリン演奏体験 

新たなしめ縄の前で 
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１
月 

能
登
半
島
地
震
の
災
害
義
援
金

募 

金
開
始
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
）
。
神
明
神
社
大
杉
に
よ
る
テ
ー
ブ

ル
の
寄 

贈
（
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
カ
カ
ム

様
よ
り
） 

 

２
月 

カ
タ
ノ
ピ
ッ
グ
フ
ァ
ー
ム
の
異
臭

 

問
題
で
工
場
内
視
察
と
改
善
依
頼
。
移

 

住
者
・
定
住
者
交
流
会
（
３
日
）
。「
大
湫

 

町
未
来
総
合
振
興
計
画
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス

 

ト
版
）」
発
表
。
青
少
年
育
成
市
民
会
議

 

に 

て
大
湫
町
実
践
報
告
（

17

日
） 

 

３
月 

問
屋
場
跡
公
園
再
整
備
完
成
（
３

 

日
）
。 

 

４
月 

区
長
会
長
に
纐
纈
富
久
氏
就
任

 

（
西
区
長
兼
任
）
。
梅
村
三
四
郎
氏
、
公

 

民
館
主
事
補
に
就
任
。
神
明
神
社
大
杉

 

の 

遺
伝
子
保
存
苗
（
挿
し
木
苗
）
を
旧

 

岳
見
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
に
植
樹
（

14

 

日
） 

 

５
月 

リ
ニ
ア
工
事
に
よ
る
「
共
同
水
源

 

及
び
個
人
井
戸
へ
の
対
策
等
に
関
す
る

 

説
明
会
」（

13

日
）。
報
道
関
係
者
多
数

 
来
町
（

15

日
）
。
涸
れ
井
戸
な
ど
の
確

 
認
に
岐
阜
県
「
環
境
安
全
推
進
企
画
監
」

 

来
町
（

19

日
） 

 

６
月 

JR

東
海
に
よ
る
町
民
へ
の
説

 

明
会
（

10

日
）
。
神
田
区
の
ト
ン
ネ
ル

 

工
事
説
明
会
（

17

日
） 

 

７
月 

公
民
館
大
規
模
改
修
開
始
（
８
日
）。

 

消
防
団
第

3

分
団
（
釜
戸
・
大
湫
）
が

 

消
防
操
法
大
会
優
勝
（

21

日
） 

 

８
月 

市
長
野
田
水
田
な
ど
視
察
（

7

 

日
）
。
町
民
夏
祭
り
（

17

日
）
。
工
事
ス

 

ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
と

JR

東
海
個
別
説

 

明
会
開
催
（

16

・

17

日
）
。
JR

東
海

 

よ
り
地
盤
沈
下
の
報
告
（

27

日
） 

 

９
月 

県
環
境
部
長
ら
来
町
（
６
日
）。
町

 

内
敬
老
者
へ
記
念
品
配
布
（

16

日
）
。

 

大
し
め
縄
（
例
大
祭
用
）
作
り
（

21

日
） 

 

10
月 

沢
の
尻
堰
堤
浚
渫
工
事
打
ち
合
わ

 

せ
（
４
日
）。
神
明
・
白
山
神
社
例
大
祭 

 

11
月 

瑞
浪
市
市
制
施
行

70

周
年
記
念

 

式
典
（
２
日
）。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

 

ー
大
規
模
改
修
完
了
。
大
湫
町
文
化
祭
（

 

2

・

3

日
）。「
重
点
防
火
指
導
対
象

 

地
区
」
防
火
訓
練
（
９
日
） 

 

12
月 

大
注
連
飾
り
作
り
（

15

日
）
。
門

 

松
作
り
（

22

日
）
。
越
年
マ
ラ
ソ
ン

（

31

日
） 
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大湫の 1年、写真で振り返る（前半） 

足又どんど（1/14）神田どんど（1/7）

丸森3月企画

（段飾り・吊し雛）

北中学、地域学習（2/6）

西・北どんど（1/14）

大杉植樹（4/14）

問屋場跡公園整備（3/3）

青少年育成活動実践報告

（2/17）

町民パターゴルフ大会

（4/21）
ロビーに掲示されたリニア工事情報

（6月）
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大湫の 1年、写真で振り返る（後半） 

 

釜小コミスク（7/９） 夏祭り（８/17）

足又例大祭（10/20）

神明・白山例大祭（10/6）

夏祭り（８/17）

「音元」ミニコンサート
（11/24）

高齢者交通安全教室

（10/2）

神田白山神社例大祭

（10/13）

志多ら太鼓ワークショッ

プを終えて（11/10）
文化祭展示作品（11/2･3）
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秋を彩った紅葉もあっという間に終わ

りを迎え、気付いてみればもうカレン

ダーが新しくなっています。 

新年明けましておめでとうございます。

丸森企画にいつもご協力を賜り、心か

ら感謝しております。今年もよろしく

お願いします。 

□令和６年丸森３大ニュース 

・暑い暑いの毎日。涼風が通り抜ける丸

 森でも今年の夏は暑く、毎日冷風機の

 お世話になりました。 

・秋の外国人の入館者の多 いのにビッ

クリ。9 月 96 名、 10 月 242 名、11

月 156 名 

 丸森職員も英会話の勉強

 を…、時すでに遅し？ 

・万羽鶴、大湫の水問題がな

 んとかならないかナァー

 と、６月からなんとなく思

 いついて折り始めた小さ

 な鶴、千羽？イヤイヤ万羽

 でしょ！なんで？「千羽じ

ゃ効かん」、無事１１月２３日、新嘗祭

に併せて奉納。 

□丸森の企画 

・１２月２日（月）餅花作り・展示。 

今年最後の

イベントです、

今年も華やか

に飾る事が出

来ました。オカ

メザサ・ツゲの

木（櫛を作る材で昔は女の子が生まれ

ると庭にツゲの木を植え、櫛を作り持

たせ、娘が嫁ぎ先の姑たちとの仲を解

きほぐすとの話があります。） 

年明け２月２日（日）まで展

示しています。 

・１２月１３日（金）釜戸小

学校６年生９名の生徒さんが

来館。古い大湫の町並みをボ

ランティアガイドさんの説明

を聞いて勉強していきました。 

2024（令和 6）年 7 月 

 

2025（令和 7）年 1 月 

丸森だより 
 

 

来場者数 
 町 外 町 内 

外国関係 合計 
大人 幼小中高 大人 幼小中高 

11 月度 443 人 18 人 47 人 ３人 156 人 ６６7 人 

１2/15 日迄 103 人 8 人 6 人 0 人 38 人 165 人 

  R6,4 月～ 4,116 人 オープン～ 59,083 人 前年同月比 34% 

 

奉納された万羽鶴 
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大湫公民館・大湫町コミュニティ推進協議会からのお知らせ 

 

 リ・アップ “ひよも”  

《１月のひよもの活動》   

『新春書初め』 社会福祉協議会大湫支部・大湫公民館 

日 時：１月６日（月）10:00～11:00頃迄 

場 所：公民館講堂 

 

     
オススメ！！大湫分室の本  

『激レア図鑑』 

おかべ たかし/著 小学館/出版 

よくみると、不思議な形のものやヘンな言葉の看板。 

近くにある「激レア」をみつけてみよう！ 

 １１月の利用者数： ７人 貸出冊数： ２０冊 

 デマンド交通 

１１月利用者（大湫～日吉東部） 

２８便 延 ３６名（稼働率 23.3％） 

  〇特別展「美濃近代窯業の開拓者 曽根磁叟園製陶所」 

日時：10月 12日（土）～令和 7年 2月 23日(日) 

場所：瑞浪市陶磁資料館 瑞浪市明世町山野内 1-6 

〇「人間国宝 加藤孝造 追悼展」 

日時：11月 30日～3月 16日まで 

場所：岐阜県現代陶芸美術館 多治見市東町 4-2-4 

上記招待券 2 枚と１枚で 2 名まで入場出来る招待券が 1 枚あります。                      

公民館までどうぞ 

 青色回転灯防犯パトロール   

１月のパトロール予定者 

上旬：小栗 和明・西尾 達也 

下旬：加藤 博一・桐井 繁 

皆さん、たくさん利用し

て下さい。 
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区
長
日
記 

 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
あ

る
こ
の
大
湫
町
が
、
リ
ニ
ア
の
ト
ン
ネ
ル
掘

削
工
事
に
よ
り
共
同
水
源
な
ど
の
涸
渇
や

水
位
の
低
下
、
そ
し
て
地
盤
沈
下
な
ど
に
よ

り
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
は
と
て
も
残
念
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
問
題
は
リ
ニ
ア
沿
線
の
自
治
体
や
住
民
、

そ
し
て
全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
JR
東
海
、
瑞
浪
市
、
岐
阜
県
が
連

携
を
持
っ
て
解
決
し
て
い
た
だ
く
希
望
の

年
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

景
観
審
議
会
で 

大
湫
の
取
り
組
み
説
明 

 

昨
年
末
に
瑞
浪
市
景
観
審
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
大
湫
町
の
景
観

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
大

湫
町
で
は
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
に
よ

っ
て
ま
ち
な
み
保
全
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
景
観
維
持
の
た
め

の
統
一
的
な
基
準
等
は
な
く
、
時
の
経
過
と

と
も
に
、
ま
ち
な
み
に
調
和
し
な
い
建
築
物

等
が
出
現
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。 

 

振
り
返
り
ま
す
と
、
瑞
浪
市
か
ら
大
湫
町

に
景
観
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
手
法
と
し

て
「
大
湫
景
観
協
議
会
」
を
設
置
し
、
景
観

基
準
を
自
分
た
ち
で
考
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
住
民
間
の
修
景
に
対
す

る
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
景
観
計
画
中
に
お

い
て
重
点
区
域
指
定
の
検
討
が
可
能
で
あ

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
、
大
湫
町
で
は
平
成
29
年

度
か
ら
大
湫
景
観
協
議
会
を
設
立
し
て
、
勉

強
会
を
開
催
す
る
な
ど
検
討
し
て
き
ま
し

た
。 

参
加
者
か
ら
景
観
形
成
の
た
め
の
様
々
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見

を
取
り
ま
と
め
た
「
大
湫
町
景
観
基
準
計
画

書
（
案
）
」
が
瑞
浪
市
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
計
画
書
で
は
、
皆
様
が
お
住
い
の

中
山
道
沿
の
一
部
地
域
に
つ
い
て
、
特
に
景

観
を
守
っ
て
い
く
べ
き
地
域
と
し
て
、
建
築

物
等
に
関
す
る
基
準
を
設
け
る
こ
と
を
検

討
し
ま
し
た
（
旧
中
山
道
の
中
心
線
か
ら

20
ｍ
の
範
囲
や
敷
地
へ
の
通
路
が
街
道
に

面
し
て
い
る
土
地
、
宿
の
歴
史
的
景
観
な

ど
）
。 

し
か
し
そ
の
後
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
、
神
明
神
社
大
杉
の
倒

木
と
そ
の
再
生
事
業
に
よ
り
、
景
観
協
議
会

は
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
た
、
昨
年
3
月
15
日
に
「
大
湫
町

景
観
基
準
計
画
書
（
案
）
と
大
湫
宿
周
辺
の
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景
観
計
画
重
点
地
域
の
指
定
に
関
す
る
同
意
書
の
提
出
と
検
討 

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

後
日
、
景
観
計
画
重
点
区
域
の
範
囲
及
び
景
観
基
準
に
つ
い
て
、

住
民
の
賛
同
を
得
ら
れ
る
場
合
に
は
同
意
書
を
提
出
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
不
在
地
主
の
方
や
こ
の
計
画
に
賛
成
で
き
な
い

方
も
あ
り
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
掘
削

の
問
題
な
ど
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
事
態
に
発
展
し
、
景
観
計
画
も

手
つ
か
ず
の
状
態
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
の
審
議
会
の
開
催
で

し
た
。 

 

 

「
景
観
計
画
重
点
区
域
」 

瑞
浪
市
景
観
審
議
会
委
員
長
（
名
古
屋
大
学
松
本
直
司
名
誉
教

授
）
か
ら
は
、
こ
の
計
画
は
足
立
元
区
長
会
長
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
課
題
で
も
あ
り
、
す
べ
て
の
住
民
の
理
解
は
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
他
の
地
区
で
も
大
湫
町
と
同
様
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
委
員
長
は
都
市
計
画
課
に
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
よ
う
に
答
申
し
ま
し
た
。
今
年
は
市
が
策
定
す
る
瑞
浪
市
景
観
計

画
に
お
い
て
、
「
景
観
計
画
重
点
区
域
」
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
瑞

浪
市
に
提
案
す
る
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

感
染
症
に
一
層
の
注
意
を 

ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
県
内
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
注
意
報

が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
流
が
活
発
に
な
る
時
期
は
、
感
染
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
急
増
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
含
め
て
、
外
出
後
は
手
洗
い
を

徹
底
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
で
の
感
染
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

纐
纈 

 

12
月
1
日 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
掃
除 

 

8
日  

定
例
区
長
会
・
幹
事
会 

14
日 

神
明
・
白
山
神
社
の
秋
祭
り
を
継
続
し
て
い
く
た

の
課
題
に
つ
い
て 

15
日 

大
し
め
飾
り
づ
く
り 

 
  

18
日 

瑞
浪
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会 

22
日 

門
松
づ
く
り 

 
  

25
日 

釜
戸
小
学
校
地
域
と
関
わ
る
学
習
活
動 

 
 
 
 
 

「
釘
打
ト
ン
ト
ン
」
「
の
こ
ぎ
り
の
使
い
方
教
室
」 

 
   

28
日 

消
防
年
末
夜
警
激
励 

～
29
日 

 
   

31
日 
年
越
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
除
夜
の
鐘
撞 



２７ ２６ １９ １３ １２ １０ ９ ８ ６ １ 日 ２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
１
月
行
事
予
定 

月 日 日 月 日 金 木 水 月 日 曜 

広
報
委
員
会 

岐
阜
県
知
事
選
挙
投
票
日 

瑞
浪
市
消
防
出
初
め
式 

成
人
の
日 

北
・
西
区
ど
ん
と
焼
き 

足
又
区
ど
ん
ど
焼 

神
田
区
ど
ん
ど
焼 

瑞
浪
市
二
十
歳
の
祝
典 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会 

北
中
学
校
始
業
式 

釜
戸
小
学
校
休
み
明
け
指
導 

仕
事
始
め
、
新
春
書
き
初
め 

財
産
区
全
員
協
議
会 

元
旦 

予

定 

不燃ごみ：１/９（木）    資源ゴミ：１/24（金） 

 

 

 融雪剤あります 

保管場所：北地区の倉庫に入っています。 

利用される方は集計表に名前・月日･利用個数

の記入をお願いいたします。 

山高きが故に貴（たっと）からず 

樹（き）あるをもって貴しとなす 
 

『実語教（じつごきょう）』の一節。山は高さ

ではない、豊かに樹木を茂らせていることに

価値があると説き、 

人も同じで、外見 

ではないと説 

いたもの。 

 

編
集
後
記 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
二
〇
二
四
年
の
世
相

の
漢
字
は
「
金
」
で
し
た
が
、
大
湫
に
と
っ
て
は
「
水
」「
枯
」

「
渇
」「
沈
」
と
い
っ
た
漢
字
で
、
ま
っ
た
く
良
い
イ
メ
ー
ジ

が
湧
か
な
い
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
が
、
今
年

こ
そ
は…

。
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。 D 

葉山から望む富士 

編 集 発 行：大湫町コミュニティ推進協議会 広報委員会 

2025（令和７）年１月 1 日  瑞浪市大湫町 422-1  ☏0572-63-2360 

http://okute-shuku.jp 

表紙写真 

小栗 和茂 


